
施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

に こ に こ ラ ン ド
町内こども園で、未就園児と保護者が集まり、リズム遊び
や運動遊びなど年齢に応じた遊びを行う。（毎週火曜日）

教育委員会
事務局

実施回数　　76回
               (2カ所)
参加家庭　423家庭
参加人数　  878人

実施回数　　34回
               (2カ所)
参加家庭　145家庭
参加人数　  327人

に こ に こ ル ー ム
よしのこども園で、未就園児と保護者が集まり、子育てに
ついての情報交換などを行える場を提供する。（毎週木曜
日）

教育委員会
事務局

実施回数　　39回
参加家庭　　195家庭
参加人数　 417人

実施回数　　20回
参加家庭　　109家庭
参加人数　 270人

ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業
一人一人の赤ちゃんに絵本を開く体験と一緒に絵本を手渡
す。

社会福祉
協議会

22人
（４ヶ月健診時実施）

15人
（４ヶ月健診時実施）

子 育 て 講 座
就学前幼児と保護者を対象に、遊びや子育てに関する講座
を開き、子育てに関する正しい知識を学ぶことで、子育て
の不安を解消し、子育ての楽しさを学ぶ。

教育委員会
事務局

実施回数　 　4回
参加人数　　57人

実施回数　 　5回
参加人数　　80人

研 修 会 ・ イ ベ ン ト 等
の 託 児

町主催の研修会・イベント・健康診断等で、就学前幼児等
の託児を行う。

教育委員会
事務局

4回 2回

子育て応援BOOKの配布
『 よ し の 子 育 て
ガ イ ド ブ ッ ク 』

町内の子育て支援施策を１冊の冊子にまとめ、就学前児童
のいる家庭に配布する。
平成２７年度に改訂版を発行

教育委員会
事務局

妊娠届出、転入時配布 妊娠届出、転入時配布

子 育 て 情 報 メ ー ル 配 信 子育てに関する情報をメール配信する。
教育委員会

事務局
子育てメール 24回 子育てメール 13回

子 ど も 医 療 助 成 制 度
吉野町内に住む高学校卒業までの子どもに対し、医療費を
無料にしている。

町民課 受給者　　578人 受給者　　532人

児 童 手 当 の 支 給
所得に応じ、中学生までの児童の家庭に児童手当を支給す
る。

町民課 のべ児童数　5,297人 のべ児童数　1,718人

児童扶養手当・ひとり親
家 庭 医 療 費 助 成 の 支 給

ひとり親家庭の経済的負担を軽減するため、要件を満たす
保護者に手当の支給、助成を行う。

町民課

【児童扶養手当】
受給者　 　39人
【ひとり親家庭医療費助成】
受給者　　103人

【児童扶養手当】
受給者　 　37人
【ひとり親家庭医療費助成】
受給者　　 92人

平成２９年度　吉野町子ども・子育て支援事業計画関係施策一覧

（１）地域の子育て支援サービスの充実
【基本目標１　地域における子育ての支援】



就 学 援 助 事 業
経済的理由により就学困難な児童生徒の保護者に修学旅
行、学用品、給食等に対する就学援助費を支給している。

教育委員会
事務局

27人 ２７人

定 住 促 進 奨 学 金 制 度

向学心を有する町民に奨学金を貸与し、有為な人材を育成
支援するとともに吉野町への定住を促進する。
月額３万円の奨学金を貸付、大学等卒業後３年以内に町内
に居住し、引き続き返済期間の全部又は一部に相当する期
間、町内に居住したとき返済金の全額又は一部を免除す
る。

教育委員会
事務局

7人 7人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

一 時 預 か り
（こども園在園児１号対象）

通常保育の時間（8:30～14:00）以外に預かり保育
（7:30～8:30）（14:00～19:00）を行う。
保育料は利用時間帯により異なるが、1時間約100円

教育委員会
事務局

のべ利用者　689人 のべ利用者　356人

一 時 預 か り
（こども園在園児２・３号対
象 ）

通常保育の時間（8:30～16:30）以外に延長保育（7:30
～8:30）（16:30～19:00）を行っている。
保育料は使用時間帯により異なるが、1時間約100円

教育委員会
事務局

のべ利用者　　19人 のべ利用者　　51人

一 時 預 か り
（ 未 就 園 児 対 象 ）

保護者の就労、出産、ﾘﾌﾚｯｼｭの場合にこども園で一時的に
保育する。
保育料は、4時間以内は1回750円、4時間超は1回
1,500円

教育委員会
事務局

登録者　　　  　26人
のべ利用者　　176人

登録者　　　 　 19人
のべ利用者　 　 82人

学 童 保 育 所

吉野小学校内・吉野北小学校横（旧龍門幼稚園）の２カ所
で、小学校6年生まで対象に学童保育を行う。
保育時間は授業終業後19:00まで、学校休業日は7:30～
19:00

教育委員会
事務局

登録者　　 70人
利用者　7,899人

登録者　　 68人
利用者　4,665人

学 童 一 時 保 育
町内２か所の学童保育所にて、一時的に保育を行う。保育
料は、5時間以内は1回500円、5時間超は1回1,000円

教育委員会
事務局

登録者　 　42人
利用者  　200人

登録者　 　29人
利用者   　 63人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

こ ど も 園 に お い て
障 が い 児 受 入

発達障がい等をもつ幼児も集団生活になじめるよう、担当
職員を配置し保育を行う。

教育委員会
事務局

実施 実施

特別支援教育（支援員の
配置・教育支援委員会）

障がいを持つ児童生徒に対して援助を行うため、支援員を
配置します。また、教育的支援を要する園児・児童生徒の
適性な就学を図る。

教育委員会
事務局

実施 実施

（２）教育・保育サービスの充実

（３）障がい児施策の充実



障 が い 児 通 所 支 援
障がい児の健全育成と保護者の負担軽減のため、放課後デ
イサービース、児童発達支援等の通所支援を行う。

長寿福祉課

利用者　　　　　7人
【放課後デイサービス】

のべ利用者　　54人
【児童発達支援】
のべ利用者　　20人
【相談】
のべ利用者　　 5人

利用者　　　　　7人
【放課後デイサービス】

のべ利用者　　51人
【児童発達支援】
のべ利用者　　22人
【相談】
のべ利用者　　 8人

特別児童扶養手当・障害
児 福 祉 手 当 等 の 支 給

障がい児のいる家庭の経済的負担を軽減するため、要件を
満たす保護者に手当の支給、助成を行う。

町民課

【特別指導扶養手当】
受給者　　18人
【障害児童福祉手当】
受給者　　3人

【特別指導扶養手当】
受給者　　19人
【障害児童福祉手当】
受給者　　3人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

養 育 支 援 訪 問
養育支援の必要が高い家庭に、保健師等が訪問し育児相
談・指導を行う。

保健センター 2家庭 1家庭

教 育 相 談 （ ス ク ー ル
カ ウ ン セ ラ ー ）

各学校で様々な問題に対応し、心のｹｱを充実させるためｶｳ
ﾝｾﾗｰを配置し、教育相談体制を充実させている。

教育委員会
事務局

配置回数　　41回
延べ相談者　73人

配置回数　　18回
延べ相談者　人

子 育 て 相 談
子どもに関することは何でも無料で相談ができ、相談員が
対応する。（町中央公民館にて月１回）

教育委員会
事務局

実施回数　12回
相談者　　45人

実施回数　 6回
相談者　　20人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

児童扶養手当・ひとり親
家 庭 医 療 費 助 成 の 支 給
【 再 掲 】

ひとり親家庭の経済的負担を軽減するため、要件を満たす
保護者に手当の支給、助成を行う。

町民課

【児童扶養手当】
受給者　 　39人
【ひとり親家庭医療費助成】
受給者　　103人

【児童扶養手当】
受給者　 　37人
【ひとり親家庭医療費助成】
受給者　　 92人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

男 性 の 育 児 ・ 家 事 の
参 画 促 進

男性が家事や育児参加する意義や重要性について機会をと
らえ啓発する。

教育委員会
事務局

（５）ひとり親家庭の自立支援

（４）要保護児童対策の充実

（６）仕事と子育ての両立の支援



施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

一 般 不 妊 治 療 の 助 成
年度あたり一人5万円以内で医療保険適用の不妊治療及び
検査費用の自己負担分について助成する。

保健センター 2人 1人

妊 娠 判 定
受 診 料 補 助

市町村民税非課税世帯を対象に、1回7,000円を上限と
し、妊娠判定に要する診察や尿検査などについて補助す
る。

保健センター 0人 0人

妊婦健康診査費用の助成
安心して定期健診を受けられるよう、妊婦健康診査費用の
助成を県内トップの115,000円とする。

保健センター
母子手帳配布　25人
のべ利用者　　274人

母子手帳配布　 8人
のべ利用者　　109人

妊 婦 歯 科 健 診 妊婦を対象に集団及び個別で歯科健診を行う。 保健センター
年２回集団検診
個別健診も実施

年２回集団検診
個別健診も実施

妊 婦 訪 問 妊婦の家庭を保健師が訪問し、不安やアドバイスを行う。 保健センター 実施 実施

未 熟 児 養 育 医 療 給 付
身体の発育が未熟で生まれ、入院を必要とする乳児の治療
費を満１歳になりまで、町で負担する。

保健センター ０人 ０人

こ ん に ち は
赤 ち ゃ ん 訪 問

生後4カ月までの赤ちゃんのいる家庭を保健師や主任児童
委員が訪問する。

保健センター 22人 15人

育 児 相 談 育児の不安などの相談を月1回保健ｾﾝﾀｰで行う。 保健センター のべ利用者　　16人 のべ利用者　　5人

育 児 サ ー ク ル
子育て談議や保護者、子ども同士のふれあいの場を提供す
る。

保健センター
実施回数　　12回
参加家庭　　23家庭
参加人数　　45人

実施回数　　７回
参加家庭　　6家庭
参加人数　　15人

幼 児 歯 科 健 診
幼児を対象に歯科健診と虫歯予防のためのフッ素塗布を実
施する。

保健センター
２歳児　　5人
３歳児　　4人

任 意 の 予 防 接 種
費 用 の 助 成

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ、おたふくかぜ、水ぼうそう、ロタウイルスワク
チン接種の一部助成を行う。水ぼうそう：3～7歳全額補
助、その他ワクチン：10,000円未満は3,000円、
10,000円以上は7,000円補助

保健センター 実施 実施

【基本目標２　親と子の確かな成長の支援】
（１）子どもと親の健康の確保



こんにちは赤ちゃん事業
の 記 念 品 （ 共 同 募 金 ）

主任児童委員がこんにちは赤ちゃん訪問をする際、記念品
を支給する。

社会福祉
協議会

22人 15人

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

園 児 ・ 児 童 ・ 生 徒 の
健 康 管 理

健康診断を実施し、病気等への早期発見及び健康の確保を
行う。

教育委員会
事務局

実施 実施

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

小 児 救 急 体 制 の 整 備

小児救急医療電話相談・休日応急診療所について周知し救
急医療に関する情報提供をする。
南和周辺地区病院群輪番制度による救急体制の拡充と小児
救急体制の整備に努める。

保健センター 実施 実施

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績
検討課題等

こ ど も 園
町立こども園２園でお子様の教育保育を行う。
よしのこども園は、生後６ヶ月から就学前まで、わかばこ
ども園は、３歳から就学前までの幼児を対象とする。

教育委員会
事務局

実施 実施

パ ソ コ ン 整 備
町内小中学校に教育用パソコンとインターネット環境を整
備している。

教育委員会
事務局

中学校パソコン入替え 実施

ふ る さ と 教 育 推 進 事 業
ふるさと吉野町を知り、ふるさとを愛し、ふるさとを誇り
に思える人間の育成を目指す。

教育委員会
事務局

実施 実施

こ ど も 園 に お け る
給 食 提 供

給食は完全給食で、それぞれの年齢に応じたメニューを提
供する。
よしのこども園は施設内調理、わかばこども園は吉野北小
学校から配食している。

教育委員会
事務局

実施 実施

学 校 給 食 提 供 小中学校に安心安全な給食を提供する。
教育委員会

事務局
実施 実施

（２）健康な生活習慣の推進

（３）小児医療の充実

（４）保育・教育環境の充実　食育の推進



吉 野 恵 め ぐ み 味
計 画 事 業

地元住民が栽培した旬で栽培管理された野菜を学校給食に
使用し、食育をあわせて推進する。

教育委員会
事務局

実施 実施

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

子 育 て サ ポ ー タ ー
地域で子育てをサポートしていただく子育てサポーターの
養成やレベルアップ講座を行う。

教育委員会
事務局

サポーター登録　　37人
のべ活動回数　　134回
スキルアップ講座開催　2回

サポーター登録　　37人
のべ活動回数　　 60回
スキルアップ講座開催　1回

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

公 園 ・ 遊 び 場 の 整 備
児童の健全育成、子育て親子が交流できる場として、公
園・遊び場の整備をする。

教育委員会
事務局

ピンクル広場

ス ポ ー ツ 少 年 団 活 動
(吉野ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞｼﾞｭﾆｱ部門)

スポーツ少年団活動を通じて、少年少女の心身を鍛練する
とともに、協調性や創造性などを育み、豊かな人間性の形
成に寄与することを目的とする。　種目：野球・サッ
カー・陸上・ジュニアリズム体操・バレー・陸上・テニ
ス・卓球・少林寺

教育委員会
事務局

団員数　　126人 団員数　　162人

子ども向けスポーツ教室
（社会体育指導助成事業）

吉野スポーツクラブ委託事業。　子ども向け体力向上教
室、陸上教室、カヌー教室の開催。スポーツ教室種目：ア
タック教室・Jr．フットサル教室・野球教室

教育委員会
事務局

のべ参加者　　600人 のべ参加者　　1,780人

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 各スポーツ教室開催時や日々活動時の補助・協力
教育委員会

事務局
推進委員　　11人 推進委員　　11人

社 会 教 育 セ ミ ナ ー
（吉野っ子にこにこセミナー）

社会教育セミナーの一環として、主に小学生を対象に、に
こにこセミナーを開催

教育委員会
事務局

実施回数　　6回
のべ参加者　91人

施　策　名 事　業　内　容 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

青 少 年 指 導 員 事 業
小・中の挨拶運動（毎月1日<吉小>　15日<吉中>　20日<
北小>）
夏休み啓発活動（ちらし配布・地区懇談会参加）

教育委員会
事務局

指導員　　16人 指導員　　16人

（５）地域の子育て力の向上

（７）人材の育成

（６）児童の健全育成の取り組み



青 少 年 問 題 協 議 会 事 業
青少年の非行・被害防止運動街頭及び学校への訪問啓発
巡回指導（初市等）

教育委員会
事務局

実施 実施

子 育 て サ ポ ー タ ー
【 再 掲 】

地域で子育てをサポートしていただく子育てサポーターの
養成やレベルアップ講座を行う。

教育委員会
事務局

サポーター登録　　37人
のべ活動回数　　134回
スキルアップ講座開催　2回

サポーター登録　　37人
のべ活動回数　　 60回
スキルアップ講座開催　1回

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

人 権 教 育 ・ 啓 発 の 推 進 こども園・学校における人権教育の充実を図る。
教育委員会

事務局
実施 実施

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

吉 野 町 定 住 促 進 住 宅
子育て世代を対象に、一戸建て町営住宅の入居を推進。
15年以上経過した入居者には敷地及び建物の払い下げも
可能。

産業観光
振興課

10軒
10軒
新規　一戸建て２軒
　　　集合４戸住宅

吉 野 町 定 住 促 進 住 宅
新 築 助 成 事 業

町内の若年層の定住人口の増加を図ると共に町の基幹産業
である林業・木材関連産業及び住宅建築関連産業の振興を
図るため、吉野町内に住宅を新築される方を対象に、その
費用の一部を助成する。

産業観光
振興課

０件 ０件

吉 野 町 空 き 家 ﾘ ﾌ ｫ ｰ ﾑ
転 貸 事 業

町内に所在する空き家を借上げ、改修後、町内への転入希
望者へ転貸することで本町の若年層の人口増加を図る。

産業観光
振興課

０件 ０件

お む つ 交 換 台 な ど の
設置（安心こども基金）

保健センターなどに赤ちゃん連れの方が利用しやすいよう
におむつ交換台などを設置している。

保健センター 実施 実施

役 場 庁 舎 内 キ ッ ズ
コ ー ナ ー の 設 置

役場での手続きなどの際、安心して幼児を待機させること
のできるキッズコーナーの設置をしている。

教育委員会
事務局

実施 実施

【基本目標３　安心して子育てできる環境の整備】
（１）子どもと人権尊重の意識づくり

（２）良好な住環境の整備



施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

こ ど も 園 ・ 学 校
交 通 安 全 教 室

こども園・学校において交通安全教室や自転車教室等を開
催し、交通安全意識の啓発を図る。

教育委員会
事務局

実施 実施

施　策　名 事　業　内　容 担当課 H２８年度実績
H２９年度

Ｈ２９．９月末実績

学 校 安 全 対 策
外部不審者等の対策として防犯カメラを設置し安全強化に
取り組む。

教育委員会
事務局

実施 実施

こ ど も 園 ・ 学 校
避 難 訓 練 ・ 防 災 教 室

こども園、学校において避難訓練や防災教育を進める。
教育委員会

事務局
実施 実施

（３）安全対策の充実

（４）防犯・防災対策の充実


